
開催日 試合コード

開催地 会場名

typeお腹

２０１９年　１２月　　８日　　日曜日 #７１

（都道府県名）　熊本県 熊本県立総合体育館

結果

Ａ スコア Ｂ

スロベニア
32

ブラジル

９　―　１８

後 半

１０　―　１４
第一延長前半

―

戦況

見出し 堅いＤＦと攻撃力でブラジルが圧勝

前半

ＳＬＯのスローオフで開始。開始から５分でＢＲＡが速攻を中心に５連取し、５－０と
する。ＳＬＯはタイムアウトを取って、立て直しを図る。ＳＬＯは、Ｎｏ１０のロング
シュートで２点を返すが、ＢＬＡもすぐに得点する。その後、両チーム、ＧＫのナイス
セーブやミスがあり、得点できない時間帯が続く。１４分ＢＲＡはＮｏ４９のシュート
が決まり、ジワジワと引き離しにかかり、２０分に７点差とする。２１分ＳＬＯはＧＫ
をＮｏ１２からＮｏ１へ交替させる。しかし、ＢＲＡはサイドからの追加点を奪い主導
権は渡さない。ＳＬＯはたまらず２回目のタイムアウトをとって戦術の再確認を行う。
しかし、ＳＬＯはＢＲＡの堅いＤＦをなかなか攻略できない。ＳＬＯはＮｏ１０のロン
グシュートで２連取するも、ＢＲＡのＮｏ２１のサイドシュートが冴えわたり点差はさ
らに広がっていった。前半は１８－９のＷスコアで終了。ＢＲＡの一方的な試合展開と
なった。

後半

後半もＢＲＡの勢いは止まらず５連取し、さらに点差を広げこの試合最大となる１４点
差となる。しかし、７分過ぎについにＳＬＯ長身、キャプテンＮｏ６のこの試合初得点
となるロングシュートが決まる。そこからＳＬＯは反撃を開始する。Ｎｏ６がロング
シュートを次々に決め、１６分８点差まで追い上げる。悪い流れを断ち切りたいＢＲＡ
はタイムアウトをとって落ち着きを取り戻す。ＢＲＡはそこからＧＫＮｏ１２のナイ
スーブもあり、ＳＬＯの追加点を許さない。ＢＲＡは１６分から５連続得点し勢いを増
していく。ＳＬＯは何とか打開すべく、ＢＲＡを果敢に攻めるもＢＲＡの堅いＤＦをな
かなか攻略できない。ＳＬＯはＮｏ１９のサイドシュートやＮｏ１１のロングシュート
を決めるが、流れを変えるまでには至らず、１９－３２のＢＲＡの圧勝で試合を終わっ
た。

戦況作成者 岩永　孝博

戦況用紙
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